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■ 株価とクロス円の調整は短期に留まる！？

前回更新分の本欄で「目先的には株高と円安の流れが一巡する可能性もある」と述べた。そし

て案の定、今週は週初から円高の流れが一気に強まる展開となった。結果、ドル／円は週初に位

置していた１０９円台後半から大きく水準を切り下げ続けて、本日（１１日）は朝方から１０７

円割れの水準を試す格好となっている。

昨日（１０日）は米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）が行われ、参加メンバーらの金利見通し

（ドット・プロット）において「２０２２年末までゼロ金利政策が維持される公算が大きい」と

の回答が得られたことでドル売り優勢の展開となったが、ＦＯＭＣの結果が明らかになる前まで

のドル／円の下げは、どう見ても「ドル安」ではなくて「円高」。それも、豪ドル／円やユーロ／

円などクロス円が主導する格好で、ドル／円もそれに連れたと見るのが適切と思われる。

ここで、あらためて豪ドル／円の値動きを振り返ってみると、先週の豪ドル／円の週足ロウソ

クは６２週移動平均線（６２週線）を上抜けた後、一目均衡表の週足「雲」下限、「雲」上限の水

準を次々に上抜ける強気の展

開となった（左図参照）。

前回更新分でも述べたよう

に、豪ドル／円の週足は２０

１８年２月半ば以降、これま

で一度も週足「雲」を上抜ける

場面がなかったことから、足

下の値動きは重要な基調転換

のサインになり得るものとし

て見逃せないものと見る。

ただ、それにしても足下の

上昇ピッチが些か早過ぎると

の感が強いことも否めず、目先は一旦調整入りとなるのも道理ではある。加えて、週足の「遅行

線」が６２週線や週足「雲」に上値を押さえられる状態にもなり、結果的に今週の週足ロウソク

は再び週足「雲」の中に潜り込む格好となった。

こうした豪ドル／円の値動きと非常によく似ているのがユーロ／円の値動きで、下図に見ると

おり、ユーロ／円の週足ロウソクも先週は長い陽線を描きながら６２週線、週足「雲」下限、週

足「雲」上限を次々に上抜ける格好

となった。ところが、今週は再び週

足「雲」上限を試すところまで水準

切り下げ、調整含みの値動きとな

っている。

こうした値動きに呼応するかの

ように、日経平均株価の値動きも

今週に入って調整含みとなってい

る。これは多分にスピード調整の

色合いが強いものと見ることがで

き、当面の下値は自ずと限られると見ていいだろう。

ならば、互いに正の相関が強いクロス円全般とドル／円の下値も自ずと限られるものと考える

ことができると思われ、ドル／円についても１０７円前後の水準から少しずつ買い下がる方針で

臨む場面が訪れたと個人的には考えている。米・日株価とクロス円の調整は短期的なものに留ま

ると見る。                      （０６月１１日 １０：２５）
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